
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲仙岳は，ふん火をして山の形が

変わっている。火山のふん火によって，

土地がどう変わるのかを調べてみたい。

火山の活動によって，土地は，どのように変化するのだろうか。

火山がふん火すると火山灰が出るから，火山灰が降り積もって，

土地の様子が変化すると思う。

・図書室の図かんで調べる。

・インターネットでけんさくして調べる。

・資料館に行って調べる。

○桜島 …… 1914年のふん火で，流れ出た溶岩で島と陸が

　　　　　　地続きになり，火山周辺に大量の火山灰が降り

　　　　　　積もった。

○西之島 …… 2013年から海底火山が活動を続けて，

　　　　　　　流れ出た溶岩でできた新しい島が

　　　　　　　もともとあった島と合体した。

○昭和新山 …… 1943年から始まった火山の活動によって，

　　　　　　　　土地が盛り上がって新しい山ができた。

○霧島山 …… 2011年のふん火で，ふき出した火山灰などが

　　　　　　　周辺に降り積もった。

○浅間山 …… 1783年のふん火で，流れ出た溶岩が土地を

　　　　　　　おおって，鬼押出しとなった。

○男体山 …… 約２万年前のふん火で，流れ出た溶岩によって

　　　　　　　谷がせき止められて，中禅寺湖ができた。

火山の活動によって，土地は，流れ出た溶岩で地面がおおわれたり，

地面に火山灰が降り積もったりして，様子が大きく変化することがある。


